
24 エ 飛 火 弟 も 会 せ fH 2懲 耶 zJq

RTldtlcLOnJtEOr)nWhrt:heoTlt･nLE191'elnforcIE)ど l泊pOlupl叩Td(llreCt10nart.B1111爪L)1L･

･l ln lT)corx･TITLlr.Lhc b空stratzOOflLqtlldo)qgen tocJlrbonlB27-3 bl‡l

LhcL'̂SeO†blztsllngJnT∝il.LlboヽelelユtlOn'57)0 loTlger.lpP))ed nedLx-1lt.Irt'Jlllt
)80bl̂ltlt:]lbylnltLnt)bJ;aBeLlrllasposslt)1e.vhl)C"ben therfLt･Odecrea払
tep thAコ27there)I)ltbeco詩es▲bsolutelrbad-

S Tlle LO-:fdo8 7701detonateeO:つpletel)bl liSl叩 01t】1e rllSe■lo:Ill.くOtbF

blLLJl)EIgmustbeperEoTTnedb)I'℃5eTtJthdeLOnZ)tor

6.^LtherzW enLt〉(dlZtOm tlOユOf一heLO-t, ･1丘ZTlll1quzLt)tltyOEhl0p書JLrCLO

tX prcKltzced

7 1如qtLngIN)Wer30TL0.1 JLreldeotzcalloLlrr!.TW DJynAJmte(i-/GEO⊃teTLt-桝 ).

高安全度碑安ダイナマイト (S碑ダイの研究)

q m26年 5JJ2SllやLt)

日野 熊 獲 ･初 見 ヲaf

(tl茶托写拝式台it原P.ff兼併)

St･持 書

洪■糊付eFの党派の雌火･稚 決,叔近35外宮に放

ける軌l'd呼に牡ては欧に紙･4苑411日しているのでff無
(I)

は辻べIrL.｡米GF詑J川 的は桝 担口他日とrd等の'Je
余地糾 fL】しっ托駁能やr･d1.をも細り柑ろ期FPil〆イ
ナYイトS･†りんとするにあろ｡JPy.貌恥二村する

'鉛全性をIr'Lll･させろ21L二は'k全転相はJlノ)TLる手設■亡

もろが秋在知ら)LているもDは,そのq娼蛙の大なる

こと.芯8.i):犬となる為舶 LI勺に雅弘すら佑触 すろ

舶 Lのもろこと,糾 Lを.･人L=する一畔 のあること 軽
か :閃くTLもこと守V)祁 Cの(七日.･の制LSJ'JJlせられ

ていろ｡之等の欠JL;.は叫満目帖の'jil甘比を鎌資にrLJ上
せしめろ叫がIu刺 LJf除かれて粥川 -1†蛸 J'(･笹誘的に

なろわけでもろ.,次に税花のbl抑 日仏野は枚数 Jllcし
ては概ね粗さに池きろ｡又liRu蜂は班.lL紫3;上L)展列

熊丑の方が抑 こやして｢効き｣が災いのである｡文句
洪坤を披少せしめ脚 如'･JrT.せしめろ翁.二も煤力を
地 せしめろことが巧こしい'W Tも少1=くf=t.D臥上

の岨成上L)絹 の搬 第9を築JiL,一方比i的.こも
IIl

鮒 に虻ろJhン7U火粥 を解のし..t等9)PF実をtT;
とし胡8:の法定E値 拭Baに於けち1主大火∬Jt(柵 -
I,OW昔)にても紬 L=合格し,耶相 に於ても細め
て企忠雄のPJLIf･'耶 Tイナーイト放脚 をflJろ[=
成功した.(.1･rRtf頚を址用し九州のJLWF蛾 斗 (三Jr
鉄山全&,三払 現川,LLJ臥 ≡t仰 余比,任碓
及び軌包炎戒会社.大島)でZASM棚 む打出し1_かかL
iLも好軸如 :iLJらLLているので拭由朋 沖 も押せて持

i好すら｡

旨2 甥事としての毒せ約位JF

(日 中喝ヨ抱に伐 ちJCy放火舛甘

木a究L.･郡-LこJタyに対すろ'Rや姓をLi兜にIr.JJl
せしめろことを目的とすろ為,この性文を小I阿ヨ抱を,

仙 て袖 Lた｡榔 中と孔攻はyllの如きものC

もろが坪.VlNとしてL-一食glと,JL･タの血合抽Ji{U･.よ

IJ50'ノミて封 とせしめて策53した｡
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Pt捻法 世!JOL3JTL,Rさ5Ucm,捗孔筏!45⊂m.
孔況 35cm のEl地内に≠Etf7を挿入し内柾375亡m,

長さ235L=Ynq)脚 棚 に瀬 2の成分の千亮玖夜酎

転の天然gA.{群人し,ITy汝腔を90士0373と

し.六やtもtN にてitfIをな螺せしめJA究室内の}
/ン糾 合lbの釘火状況をJ眼 で升定Lt=.鈴監界

軸 としてl+_5(叫等8日)5珂共Jtン峯亡も配合掛こ不
瀬火の拭舟のIi火弔炊きとつTL.

六 三 犬づ g J成 分

&サ CH■ .1'Z lt CotCl)IIJZl H三 C0

,.1' SOB .t65 191 0Jn 0.30 0.2 0.5
叫 Ltll

Bllに'-m Iくイこ卯火軌界芳Jtは粋m の含有丑う:

3073以Jに相加ナちと忠敬にh井する｡ その実終に
宝tL的にE._也-TLも旬堺には&わuIlTrいが大路の転
向を見ろと事亡滋■合イl坤の枯2■に此網して不諮火題

辞繋b '鮒 -ろ｡.と等のtkZZから見ろと,勢掬 を

5(即 としたものは於̀食性は砧めて大でもろことが経

由SiLろの'0･Wlを沖洲 のJIRtとした｡
(2)J相即こ伐ちJSンm火Fqa

相 法･托 66cITl.長さ労t:m の棚 発童の中

肘町

斜

Fill ィ.丑 R ZSI.箕 u

心に～-Jj的lこ弐fIをJ!柄し.e'-Jt長で力9tとJETrし
た後釣… qス5･入itJ/ンit空を 90士03,'=

にし六号屯完甘作{･P的 なBEfさせJIy客気iIと合袖の

m火状況を

畑 でII起した｡取外芳JLz)と如 .たは前回と用E3でもろ｡紺 犠梨JH の如く白山息吊粥JBに於ては不JK火配給茄牡は邦榊

の合封土に斡比例して鮒 ~ろ｡炎 3 (蛮性 52nulL｡雅u牧人)ム～ 70 75

80 汚5 90 95 1(氾1

Eg｣II.I--IzLILn一叩■-J.1I:J: I1り′5 T

/1 1/I )/3絹書.JJIFlJは柑 T17)払 分子は沸火@]nhLlrTl.試汝i且哩J0
-31OC,ylタ托●)567.If･I･TR併究C佼JLJした小依Il'k及びIP機

構宍金茶鉦 の班はJ24の如(である｡をJFlいた脈

Q,旺栄の竹Fut弘は邪のf;必火駅界当量繋 挿絵苛
完書簡謂艶 背L'1秒flJ1-rlト 20

J5RTgZy †十 † 1 ト 25

10二yI舟rLi錐 先 ユ5 15

三 II研一lE叫頒 20 20(3)LS哩及びは))の1.tq邦拾
災11Jl二≠qEr=感姓はその硝煙産

であるがその脚 は讃Sに′たす如くにJlqlでもろ｡煉

JJL._-クス建庶 (出撃辞1))のy(を点5に'

1.したか斡Z研bL7'lJSの如く30,～'L=

1=つても)06mm. 臼やSの 51玖【になってもHZTTlm I(･FFlは帯い拝辞を暮持して居る点は

;ら 厄 止 水僧評 点琵慧F'J 紳P扶肌

(cc))55

J 155 25UO95 ･I 】00

2JOllfl 25 118



26 エ 轟 火 雛 壇 仝 tt 軒 J2魯 g'1舟

下車は少T=い｡ は 11.it･nq]ち廿塾の敵 ダイナマイトの杓や分の依

吐物 柴又は.准淑 JJは焦せ稚 めL=HIJ:I)その大敗 を示して暦<,手放 発破にBiて脚 '_･･相加せしめる

を渋知山来ろう:粥SLこ71-;ナ如く沸榊 507.'の円やS のにiS退な威力であるとAlわれろ.

滋 5
仕 罷

可 芸蜂芸BcSZ(;k'三2志 慧 ;

(4) 筏uス粕
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買Fll上昇故の捷Vスが輔tiでもってはとらねのて粍 (於 好薫技術洪tl肝九仲立帝)

の点成分を注文して淡S:した｡IJJSCOg荒立で･ガス分 盛

折i･･行ったが抜果t三夫の如きもので･もろ.

稚 法;W 拭fIを10)g五色とLS瑞 賢野に

つめ筏q入相 坑正 (iLi6!2ニrD,長さ4In)内にM l

L六号罷免℡廿でRfIを棚 し,CO の滴定には川特

写せ (普) 包子E9 -を金持可 'LEi-横田

蜜 稚 蒜 寵 嵩 憲 ,;iL 菩 蔓 写
た魯& した雛

光粥型の B型一位化災崇汝短C._T:0!の滴定には川 一 ･V ･S IOO 1 492 11S7 1265

や尤gl酢の触 gl兼tk知世を班m して比l姓 をまめ 二 号 ･T 100 - 45･8 ]078 1177

た｡ 三 号 S IO0 - 4JS )031 1126

榔 恥 誹6に訳す如くであ るが2:よJ)見ろと 四 サ I1- 100- 352 LIZB g)･5

-㌦ ; :" :.∴ ･ .I. ''- ･ ･･ 工 二 :･ I/ 1.

: 叫 L. 一一 - ∴ ~ .､ - ■､

試 料 CO,''' yO=此披依 諸政ii硬 oC 攻 S Jグy-出先弘1畑 に対する'k兵服

■ ･.::i -: : t . .I;:t:L蒜 ･･ .･!: L･A･p.

三写Sl 2Z圭喜 1§ 223 = サ S

四 号 S吊 oo子宝 i三 芳 冨 芸 : 】器 ‡od;;

棚 ダイ E SoDi冨 ; 芸3 - 4言付警 告 芸三; :o:認

諾 上莞 荒誓警 芸三芸㌫ 全m 経 た丘 云遠 く芸警 告 ;;; 芸 :器 ;

盤 20F''魚の現的艶斬 Jは茄と 'i'印ダイの成-JJ及び

Jタン基組 合柚に対すろ地 政の比較はjiT及び或

tlの如きものである｡但し32mm 罪包FTIの欠野犬安

全脚 の平均五丑E._51g (訳藍氾囲 j:5瓦)である

故207;抑納 入私 鉄dLJll様器を公金披田で巻いた

句/r.Aは抑柵 合計約 45,'''となるので本比榊 も杜

の老l合のものについて行った｡ 苅 7,糞 SよI)月明
せ7.如く威力及び安生並の点上J)見て'k隻披凸等の･.
の上り明かにtt秀でもろ｡

il此 18-280C l1度 ]8-26.C
劫庶 46.81,J; 鮎Jt46-S7,*3

倍 中 一屯令のul体上P1
-Zf点呼にbuす
るJt較ql

(6) 生薬技術洪臥所… 折に於けち#5a成yE
-EJ'-S上t)四tySに謹皇ろ用を1イナーイトは在方

支所に於;Tる枚淵 に合格したが36の成蛸の大卒は

ヲ壬7の如 くである. 印ち事淋 (32mm 1(0g5F;包班

別)はシーJ折であり,訂正拝千は 49-35mmの藍
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哩にある｡却J,)一号5'は収IIJ抑恕g'イナYイと実用 臼砲L.:非gLLはJ.Jt人の火野丘で727火しないことを京

成力.感斐角んと同等と増えられ151tlSは搬 牢向 していも｡牝の成抑 ま牡繋脚 の36と紙川堤箱としては
上をNI持し7gろ｡ I ry及び3m袖 では現在の大型 得られなかった放火の妬丑であ7.,｡

;左 9

滋 野 (Ttl 尉 Jタン洪虫 菜BLB(投 付 拝 外ulタ可 換'i:fT柿薪サ
- サ ･甘 (x'0 5､ 的晦 O'10 耽 (.5 JOf斤 49とnm

こ サ S (x'061 叩な05 451JI

三 号 S (yo.7) leαk O5 438
B サ .T) (.T.10.8) )喝 010 1∝l晦85JヽOt;5 152

7) 鴨 的FtD… 坑屯lこ於.ナろ稚 或摂
1地 4R 皆全社の柵 勺itのJSン爆発魅
惑は市Ⅰ寅 罷 1m,長さ JTr･)抗 l笥 (岸 155m･
長=5m)及び恭一.I.(掩 )SOTrt.長さ5m)の三
宅上b成ってGH),比のgH ,苅Ir'jtl勺▲二gDX のJ
タンを究Li毛群t軒1鼓の中火ちlこAVJlFlに水平に禁
fl'_/改列に仇し六祝 戟町廿にて丘唱し,メタン重民

来年5ES - サ ･b. =サ S 三 号 S

汲合P;▲主方すろ引火拭■S,碩JLして4'lたカ:昭和 25年

中のJ:祈 .脚 棚 折1脱 支所の研究の鈷点
前 t宅上りti幼iiのFE*LI)に佐OW,BEJtLニ非常に

彰菅を及ぼすことが押 したので]En -所に組 し
て L-lmの書分の臥好男JLを汝めて恥 tた怯卿王'R
sのわざものである｡t'.iLを考姓Lニ入れ-'yrl一矢に即
した勾令の抑 印)加の ⊂〕l勺の如さものICあった｡

h)
四ぢ･9荊′イ 三サ打* 書 考

- t(再 三1三三;LS; 諾 :≡,' &72;(tqq35," i;:,'55,日 1,2ifoO･,5,I wStto?≡,I (" I.こi:.,〕

ト 一● ff

t lーl<1

i2P5-刀 ･!･

.ドIIL ー■Jt一磨 ;･i.r l I;'2nrr▲･聖書転 !li l

Y一㍍_,...T.iHq.～,ii :,;ihz一;サi..し..
18' 寸･-'B"i.■漂碧 空≡ーi1<ユt.I. ･卜 又軌 搬

常軌=頓玉として三号搬 増野,-tyS稲ダイと相
可lfイr野とlこ放てELd三相 折が_したの新地的畑 に放て7

fほれた柵 はA:の如き抗梨を77.した｡l亦ち-t>
Sは爺大妬血 (18kg)にて)TW火していないが=TJL.三fl.四り･S打

ITイの齢 はYに公魚肋 :朽いものと風ほれ ろ｡

i3 S硝安ダイナマイトの実用t

t駿(日 珠淵 LilL芳心の

I合 OI/2･-

′=SILO?-′O

C-0?-′クi,-JE,-LZi･d∫

･L};C2_05ん Gェ′0-/ 2･q
T _8≠/0-′2 何

3n) ≡JllJJ好拡充新前一稚齢 坑右折

附.J令JJIJこ於けろ桝出所は

山ままくJ175nl,伽 i炎 50mの榊赴BでJcンia詑
05!.I,払髭はA好i_/7-′B であろ｡現任脚

日中の三SJ舵機 茄の宛i-13JA243 択鵬 はJ' {-
(三重軒 12m)虻 Mvl腔の4台は朗 2.可確 の
JD令はBd5の如きもので左肘L耕 土的 lZ



28 工才 火 JEB 全 社 ホ 12せ か】缶
資の近間でもろ｡ 三り印奴棋空のIJ州等棚 女も併たした｡

第5aM P.炎 12に,た十が比世のもこく汝ilil一巡nT)の
3t 12

薙 tFH.･ 去3'lktgn巨 It で岩牧 至当背 景各背 光叩 ●
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1,

は

苅

お

I)9EI頚崩せで

2) lOrl全作H

3】 丘｡鞍tI三R事ztJこflrT
l13t.L:て凍わた も の

)3; .06宗完売も:芸謂 ヰ-:し.段

目S LV ]5mzIlp-のせ tE'=し

umカ′ケ一法Q'_LL..Tw 1

265 1-～ l03 等蒜 i'y t;;gttr,詣 cd
ヒもとn

::BS': 17日 lニ; 95 `73 - 1-- 詣 iiS;-D; ≡デ…去.蕊

四号 ぶ 1縄目 2030B7 5馬7 3J6 14汚 】3J IIm カ,g-i5位t_･し

b)≡)的 P蛇 耶好一tqZll三左3片溝に於けち例 一号ぶ,即,LSIのtlに IO孔跡こ央◆ga･Dtして鼓縫
当節王｢火み｣及び駄 Tが多くLIJZA:1雪on)申爽与 を棚 した｡榊当所に於けち8日Jf･Xtkに捌 Llf柁讃
7-ZlrJ'計04mでありカ'ターは脚 日和 のJg所 m'也I)の=母相 のW FJ丑は915gであった.

で鵬 の粥床上R 12の如き放せ槻 tは柑られなか 只投銭a!は-# lJの如くである｡

ったが楓 30m rP20m 仙iS印Tイを仙 幾部
LE や舵 勝野/_･･川い文政純の状況を此奴弼延した｡
発破迎格はEgIJの8-)6一一18.也-07-I0m -(･三
ty桝 男の斗介は柑 約8rlruIの畑 L=伐ると-礼

当平rJ男色汝は 166本 (32mm,】】25g 再tiE)(,

あった｡(.J.Juf段銭児はJl13の如くである｡
'Jそ 】3

体 光 -･孔やp-J本rt 仰 Ai

三や軒tI 166 Ji ～:

- サ･, 15･- 縛 悠 荒だ 冨% L,

= や .t lも

I-I.替 ぷ 2O

Li･) ≡空臣徴 収 左抑11-31㌢三尺諸に於けろ折

当取引上二やE77瑚 器をL七JuLでいちが発破穀鰍三
カ グー純絹に依る退tt許でのものは屈2のA-20m

の枠分 ¶-IS.L･･=12.,-0も Al-04,h9-06,

A=-07m -(もり,又ifttrjこきもLDはEiH の如きも

三 1.17 1.---: T

C)
(ヽ
l

孔汚点 中上J(m) 】05 103 110

月題典下Y･J(m) 095 065 069

1b 3t (ZTI) ヱ】 _75 2(13

8L ■ (m) 5tI 96 575

頓再t (m3) 日3 1OC6 ZMZ

のであら｡拝礼長は約 10m.STLfUrI細 さJ5-50安 Bや 繋 u g 101115 】6575 1li5

てもろ｡災汝は )2tJrE,榔 3>一罫に40孔を射 LL, nつ卓書手t L{･ 89J6 16日 1101
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d 三拝田HlE粟駅前-Jとひ亦敵 に放ける建染桝 例･

も大作上fE(aト e)のM..･とVt糾してヽろので純 没だl棚 的稚くglt-̂あり,下爺は如 しであった
の縄抜上省詩する｡ 'JE抑 王国5及び義 I5番駄 (脚 は Sh'｡

似.[-_(a)一rdJの如くが 鈍の埠合は実用威力の (一巧ぶのタルクをLtgLとせるもの)

IRを迷べたがその他｣民約の./･1.をも含めてE好 rちと

i) 罪.;I-& 501.'の一号 S及び35!''の二号 S印

艇ダイナマイトは軟硬Pi淡の唖令三rl及び二号EfTW
fGとl司等の英州硬力を和していち｡
H) 荊嗣稲40,.gの三や ･qJとび501･,'の凶号S印
'RTイナマイトは実11臓 ノ)は上iP!ろがカィクー使Fl)の
椅分L=は菟故滋格を若干詑Xlすれば脚IlI.J能である｡
m) S碑をダイナマイトは†HLlt.の等位のものも現

,t慨iIJl催実に比べ,塊次邸を人にし,損失となろ税
別,勝 次の飛散丑を,汝せしめTJを恥 ;ある.

1ヽ) 光政後Hスに関してはl叫れもJl好である.
(2)V-ClltのgL合

n) 三井三池焦薮所三川戚 lLf仰尤 16片把での

･̂

川

卯

㌢
17

s

E
B

郎

Ⅳ

.
15

日

q
H

S

W

=･1

75

Ⅷ
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砂

肝

応
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Ⅵ

ほ

竹W
は

馳

15

vll
切

γ

日

朝

n

鴨

-o

Ⅳ
=･t

鮎

I!
-

1

日

和

r
日

加

耳
目

鮎

r
15

7

-

日

和

ト
日

印

的
帽

岬

は

見

長
挺

R
.
長

壁

花

納

札

榊

7

r
･

7

E>

搬荘丘は I
,t,l′,

I'市孔2'&,
】∈の他者孔1泉,
計21末であ る

｡
心桧の見耽eF5･岨群する為2名で蘇

号のAILこ中火軌点火した｡( 三fj訂衣糧繁の砂合の発
披現鰍三穿孔鼓2ふ-2も犯罪地はfi7日木である)
上紀の如き験件での粕輪脚王

l)心技には ii果実(抱氾花103m)で15本が

迫当である
｡
1り邦V孔のみ才L況07m,他は孔比なし｡al尉
成AJ)三号功雌と同等.

=)紺気のある場所では脚一枝ガスが眼を刺戟し

■こ.
1,
L. 1ガ三好の軟い機合の例として三Jr三池棚 aIL何

曲右 12片井57羽でIS oゝlを仙 ･三号棚 と同

時の斬詩を糊たカニ省鞘十右.b) 組 賀e:Eki:会社
人烏有某所に於けち組 に於ても一号 S詞{イLim Elmlイ

と比べて実用威力は同等と空められ.JL,(3) 8LlZlnCutのgL合

三Jr三池狭軌 三川威 14時左 16片外に放けろ伺脚 は比較

的酸く,使用だ宅は.hTo】である｡繋敦欺沢はE536及び裁 13の如きものであろ..茶棚 序は･Lj棚 梨を

見ろ為l孔は野火校,I L ll一札は夫々2f2.3投汲4没の投発電管を.苑地Z!は且屈印足指式 50繋桝を恥 ･た.,

衷 16l Ii I! l! 暮. [' lJ′ lg 帆 n'Ⅳ3m′れ



上すi!の謄打での始期は L'Ilotholeの l孔のみを見

ろと｢もみC1,析出{イナマイトに比べ新 二妥tLであ

ろが全殻的に見ると近朋茄であり｢もみt:｣の親株近
くま'Cは近づけ79ろ見込んであろ｡捷yスはA好 ごあ
った｡

(.A.)鮒 の掛 .租合の例としては何誌 11血石 12片

界切号jに放て IIolを仙 ･心托のみを上例と珂頴の劫
梅で累投したが絶姓氏 17m で従来の｢もふじ｣とFJ
等{.あった｡叉11卸売1611]サトC･_T(04(四IISの
ダルクを壬生とせるもの)をF凱 りむ凍のみを同tt茶投

したがi3進兵 10m で孔Bb'iEfl当実り不良であった｡

(4) CrAleTTestの1合

三井三池三川iX≡如た96片鍬 こ於けち例
当所の-BtFは_助かである｡24鼓扶沢は司 7,朗 的_

句Sの如きものである｡臼や Sは炎現L)であった｡
gP榊 SO,'''の一号S'は三号印安題繋,｢もふじ｣.
印〆イに比べ火維四壁のy;川威力を示して居る｡

三‡三三ここ‡三二■こき三二三三
5ノJq Ŝ ,./ 三Jl粥 防itI{1

一号SSJYL45心I三碓
/｢ト､/.ー｢hq､＼､rF＼

∈B㊦ ∈B〔整う
-う血 -･(室)

S4 結 Ti

現在故国でj=としては川ほ れている51gt用i搬 yイ

タでノトは}タン.liLml二七する細 を13Lく為に事CE)
用として食4 207''なたむが.この事【珊 (仝4とg
ルタのili合抽)の.?和地を過大 50,'.'三で･TB加した爆
茄に対し多故の滋野的研究を行い,之呼の縦 tp甚安
として多飲の取 Tイナマイトの紬 研究を,fYい,現

在の法定El砲拭i?光22に於 け ち紫大のZE;Jt(恥 ･-
1∝拍g)にても}タン又は#三雄と金気との出合j如こjy
火しなt･献 全姥 ･SiqRTイナマイト放任を7IJた｡

その中一号 Sinrイは犯取災舶 用茄 (=琴,≡

号碑星室SE,併 ダイナマイト)と実川床カ】的 苛で
安全隻布く.臼等S約1イはタ シ)ンSe鼓法を不
歩とし艇 を荘ろに近し,又苑地 安を有すら｡環礁

筏ガス中の一別 ヒ職 ,冊 ヒ果菜の丑も満更したが項
用的安ダイナ-イT.とM町(･あり,瑞 に仕ffJLた喝
合のガスの蛙又もBDll炎鵬 茄と何等であった.,

束玩免 ミ有川接触托斐書の下に行はれ 梯 拭鼓に
は大畠,山噂.A:好,仁多,P;卓i.月EB,毘土民湖
氏の努力に依る処がSく,大軍丑のや定宍鼓7i-J<tW)
棚 に対しては夫々,怒ヲだ安好試設駅正方支折,及び
白石支所,北海造次納 会樹 項.n封 と軍扶

式会社岩見脚 l弓案断の方々のi;r盤ノ)を御た｡I.'J鉱内果

tIJ拭汝に当b戒.Vl避力を頂いた奇&tdtの方々にi21く
曲 の富を楽する.

(1951518)

空 挺

(り Fl野 GEtL｢崩EtI空のガロ｣エ熊火野tA会
15297】-75
狐沢 村｢ぷ～GJll嬉茄に対すもn蛇の研究｣
崩だ拭iTT,郊5払71)及SlJ

(2) r]好捕甥 ･和 地 牡｢雄張に1/tも Jタンー吻
免TJt公物のKr火dL#｣BH印25坤 10Jj,エ強

火荘損金Rf耕金にて'&寿

OrlSafetyAmTnOn.aDynamlteS

ByKllmaOHlnOandTsutomuHatsuml

SafetyATnmOZ]lnD)7111m)teS(SJmnlOnladlZlarrl)t鰐)llhldlCO】コtLLlnhlghcrperce3-
tagesoE cooler(hCILLndT且lcurnpowder)rat:glngfrom 30 to50IXrCeZlt,Ⅵere
preparedat)dthelTftiZ'血 ロentZlleJLPlo別OZ)PrOPeTt.eSTreTCtCStCd
Tbe)･donot■gnlterr.亡t'E･n〇e4'rOrO叫IdtSt･alHnlXttlreSlnJ･lP eS･CO庁ZClahestlZlg
gzLl】BrTLLtX'̂gELtユTTLththelT rnallmum 亡hzLTgeSltH ･.anZlZ10の,T･L,加 ll 恥 -1㈱ g
ユCWTdzzlgtOtl一elr dモnSJtleS･

T11eyhAVebtcntestedHltyFhCalcoalmLneS,I-amel),ユlltSuLユlltllq Co 一･S-TLJlLke
ユILZle,YJlmAT)OhtITlL.,TagaWAMEtituJ:a.tlltSJL=bLShlllltLITILrCo ′出l】ヱukA}ILneetC.
wl一hg叫Iblnstlngr肌 ItB
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